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❷2009年（平成21年）9月9日

広報よしのがわ

わが家の
防災対策

台
風
が
来
る
前
に
!!

家
の
中
の
準
備

●
非
常
用
品
の
準
備

　

水
や
食
料
、
非
常
用
持
ち
出
し

袋
を
準
備
し
、
枕
も
と
や
ベ
ッ
ド

の
下
、
玄
関
な
ど
に
置
い
て
す
ぐ

持
ち
出
せ
る
よ
う
に
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

★
あ
な
た
の
お
家
は
、
準
備
で
き

て
い
ま
す
か
？

　

□
の
部
分
に

を
い
れ
て
チ
ェ

ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

□ 

飲
料
水
（
１
人
１
日
３
リ
ッ
ト

ル
×
３
日
分
）

□ 

食
品
（
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
、

缶
詰
、
カ
ン
パ
ン
、
ビ
ス
ケ
ッ

ト
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
な
ど
）

□ 

貴
重
品
（
預
金
通
帳
、
印
鑑
、

現
金
な
ど
）

□
救
急
薬
品

□ 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
安
全
帽
・
防
災

ず
き
ん

□
軍
手
（
厚
手
の
手
袋
）

□
衣
類
・
下
着
（
１
〜
２
着
）

□
懐
中
電
灯
・
予
備
電
池

□
携
帯
ラ
ジ
オ
、
携
帯
電
話

□
使
い
捨
て
カ
イ
ロ

●
室
内
を
守
る

　

強
風
や
雨
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ

た
め
、
ガ
ラ
ス
窓
に
テ
ー
プ
を
張

り
、
カ
ー
テ
ン
や
ブ
ラ
イ
ン
ド
を

し
め
ま
し
ょ
う
。

●
家
族
の
所
在
を
確
認

　

外
出
し
て
い
る
家
族
に
連
絡
を

と
り
、
所
在
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
と
き
、
日
ご
ろ
か
ら
家
族
の

役
割
分
担
や
連
絡
方
法
、
避
難
場

所
や
避
難
方
法
を
家
族
で
話
し
合

い
、
災
害
時
の
「
わ
が
家
の
決
ま

り
ご
と
」
な
ど
を
作
っ
て
お
く
と

と
て
も
便

利
で
す
。

□
ウ
エ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

□ 

マ
ッ
チ
・
ラ
イ
タ
ー
・
ろ
う
そ

く
（
水
に
ぬ
れ
な
い
よ
う
に
、

ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
お
く
）

□
雨
具

□ 
筆
記
用
具
（
ノ
ー
ト
、
え
ん
ぴ

つ
、
油
性
ペ
ン
な
ど
）

□
布
製
ガ
ム
テ
ー
プ

□
新
聞
紙
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

□
ラ
ッ
プ
、
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル

□ 

ミ
ル
ク
・
哺ほ

乳に
ゅ
うび
ん
・
紙
お
む

つ
（
乳
児
用
）

●
生
活
用
水
の
確
保

　

断
水
を
想
定

し
て
、
お
風
呂

の
水
は
次
に
入

る
ま
で
抜
か
な

い
よ
う
に
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

家の外の準備台
風
が
近
づ
い
た
ら
！

　

い
よ
い
よ
台
風
接
近
！　

慌
て

な
い
で
、
冷
静
に
情
報
を
見
極
め

て
、
安
全
に
気
を
つ
け
な
が
ら
防

災
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
台
風
情
報
に
注
意

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
る

気
象
台
か
ら
の
情
報
、
注
意
報
、

警
報
、
大
雨
情
報
も
こ
ま
め
に
確

認
し
て
、
つ
ね
に
最
新
情
報
を
入

手
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

河
川
や
海

の
近
く
で
は
、

川
の
水
位
、

港
の
潮
位
に

も
注
意
が
必

要
で
す
。

飛ばされ
そうな物を固定
アンテナは支柱を確認
して補強。ゴミ箱や自
転車など、飛ばされそ
うなものはあらかじめ
固定しておきましょう。

庭木や塀の
補強

強風や雨で倒壊や倒木
のおそれがあるので、
早めの補強を。飛ばさ
れるおそれのある植木
鉢などは屋内へ。

側溝や
排水口の掃除
浸水などの被害を軽
減するために、日ご
ろから掃除をして水
はけをよくしておき
ましょう。

窓や雨戸は
しっかり施錠
必要に応じて、外か
らベニヤ板などを打
ちつけて補強しまし
ょう。

防
災
対
策
は
台
風
が
来
て
か
ら
で
は
遅
す
ぎ
ま
す
。

大
切
な
こ
と
は「
来
る
前
」の
日
ご
ろ
か
ら
の
準
備
で
す
。

さ
あ
、台
風
が
来
る
前
に
、家
族
み
ん
な
で
防
災
対
策
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
！
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●
危
険
な
場
所
に
は
近
づ
か
な
い

　

山
の
斜
面
な
ど
は
、
大
量
の
雨

で
地
盤
が
ゆ
る
ん
で
い
ま
す
。
山

崩
れ
、
が
け
崩
れ
な
ど
に
注
意
が

必
要
で
す
。
海
岸
に
も
近
寄
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

※
４
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
掲
載

●
強
風
に
よ
る
飛
来
物
に
注
意

　

強
風
に
あ
お
ら
れ
転
倒
し
て
ケ

ガ
を
す
る
被
害
や
、
看
板
・
瓦
が

飛
ん
で
き
て
ケ
ガ
や
死
亡
す
る
ケ

ー
ス
も
。
や
む
を
得
ず
外
に
出
る

場
合
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
防
災
ず

き
ん
を
必
ず
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

台
風
が
襲
っ
て
き
た
ら
！

避
難
す
る
と
き
は
！

　

台
風
の
ま
っ
た
だ
中
！　

最
新

情
報
に
注
意
し
な
が
ら
、
安
全
な

場
所
で
待
機
し
ま
し
よ
う
。

●
む
や
み
に
外
に
は
出
な
い

　

海
や
川
の
そ
ば
に
い
な
く
て
も
、

雨
で
増
水
し
た
川
や
側
溝
、
冠
水

し
た
マ
ン
ホ
ー
ル
な
ど
で
、
転
落

事
故
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
よ
ほ

ど
の
こ
と
が
な
い
限
り
、
外
に
は

出
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
身

の
危
険
を
感
じ
た
ら
、
す
ば
や
く

避
難
の
準
備
に
か
か
り
ま
し
ょ
う
。

　

市
役
所
か
ら
避
難
勧
告
や
避
難

指
示
が
出
た
ら
す
ぐ
に
避
難
し
ま

し
ょ
う
。
も
し
外
出
し
て
い
て
も
、

身
の
危
険
を
感
じ
た
ら
す
ば
や
く

自
主
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

平成16年10月に襲った台風23号で飯尾川
がはんらんし、市役所近辺が冠水

●
避
難
の
前
に
、
必
ず
も
う
一
度

チ
ェ
ッ
ク
！

○
ガ
ス
、
お
風
呂
の
種
火
、
タ
バ

コ
の
火
な
ど
、
消
し
忘
れ
は
大
丈

夫
？

○
玄
関
や
窓
、
裏
口
の

は
大
丈

夫
？

●
持
ち
物
は
必
要
最
小
限
に
！

○
荷
物
は
非
常
用
持
ち
出
し
袋
な

ど
、
必
要
最
小
限
に
。

○
両
手
が
自
由
に
使
え
る
よ
う
に
、

荷
物
は
リ
ュ
ッ
ク
な
ど
に
入
れ
て
！

○
頭
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
や
防
災
ず
き

ん
で
保
護
。
は
だ
し
、
長
靴
は
厳

禁
。
ひ
も
で
し
め
ら
れ
る
靴
を
履

い
て
。

○
軍
手
や
手
袋
も
忘
れ
ず
に
。

○
洪
水
の
と
き
は
、
足
元
の
安
全

を
確
か
め
な
が
ら
歩
け
る
長
い
棒

も
あ
る
と
便
利
。

●
避
難
の
と
き
は
み
ん
な
一
緒
！

○
一
人
で
は
な
く
、
ご
近
所
の
人

た
ち
と
集
団
で
、
指
定
さ
れ
た
近

く
の
避
難
所
へ
。

○
避
難
の
際
は
、
危
険
な
場
所
に

は
絶
対
近
づ
か
な
い
！

○
川
の
水
位
、
港
の
潮
位
に
も
注

意
し
て
！

○
お
年
寄
り
、
体
の
不
自
由
な
人
、

病
人
な
ど
の
避
難
に
は
、
み
ん
な

で
協
力
を
。

市
か
ら
の
防
災
情
報
！

①
吉
野
川
市
防
災
マ
ッ
プ

　

災
害
時
に
、
自
分
た
ち
の
住
む

地
域
で
は
ど
こ
に
避
難
す
れ
ば
よ

い
か
、
ど
こ
が
危
険
個
所
な
の
か

を
確
認
で
き
ま
す
。「
洪
水
編
」

と
「
土
砂
災
害
・
地
震
災
害
編
」

の
２
種
類
が
あ
り
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

市
防
災
対
策
課　
☎
㉒
２
２
３
５

②
災
害
時
要
援
護
者
支
援
台
帳

　

災
害
時
に
支
援
が
必
要
な
人
と
、

そ
の
人
を
支
援
す
る
人
（
地
域
支

援
者
）
を
あ
ら
か
じ
め
登
録
し
、

災
害
時
に
備
え
ま
す
。
台
帳
に
は

要
援
護
者
の
住
所
、
氏
名
等
の
個

人
情
報
を
登
録
し
、
災
害
時
に
地

域
支
援
者
、
自
主
防
災
組
織
、
民

生
・
児
童
委
員
な
ど
の
方
に
必
要

最
低
限
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

市
福
祉
総
務
課　
☎
㉕
２
１
１
１

③
吉
野
川
市
防
災
メ
ー
ル

　

台
風
や
地
震
な
ど
で
本
市
に
災

害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
た
と
き

に
、
災
害
の
状
況
な
ど
の
情
報
を

皆
さ
ん
の
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン

に
メ
ー
ル
で
送
り
ま
す
。（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
登
録
で
き
ま
す
。）

市
防
災
対
策
課　
☎
㉒
２
２
３
５

④
河
川
監
視
カ
メ
ラ
シ
ス
テ
ム

　

比
較
的
は
ん
ら
ん
し
や
す
い
市

内
７
カ
所
の
河
川
に
監
視
カ
メ
ラ

を
設
置
し
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

現
在
の
水
位
等
を
確
認
で
き
る
シ

ス
テ
ム
で
す
。

市
防
災
対
策
課　
☎
㉒
２
２
３
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.yoshinoga

w
a.lg.jp/index.asp

防災ずきんか
ヘルメット

スニーカーなど
底の平らな靴

リ
ュ
ッ
ク
な
ど

背
負
え
る
も
の

長
ズ
ボ
ン

長
袖
の
上
衣

手
袋
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「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」と
は

　

土
砂
災
害
（
土
石
流
・
が
け
崩

れ
な
ど
）
は
、
降
っ
た
雨
水
が
土

壌
中
に
多
く
た
ま
る
ほ
ど
発
生
の

可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　
「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
は
、

大
雨
警
報
発
表
中
に
、
土
砂
災
害

発
生
の
危
険
度
が
高
ま
っ
た
と
き
、

市
長
が
避
難
勧
告
等
を
発
令
す
る

際
の
判
断
や
、
住
民
の
自
主
避
難

の
参
考
と
な
る
よ
う
、
徳
島
県
と

徳
島
地
方
気
象
台
が
共
同
で
発
表

す
る
防
災
情
報
で
す
。

※
「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
は
旧

市
町
村
名
で
発
表
し
ま
す
。

　

意
外
と
身
近
に
危
険
個
所
は
潜

ん
で
い
ま
す
。
自
分
の
住
ん
で
い

る
地
域
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
な
現
象
を
見

た
り
、
聞
い
た
り
し
た
ら
、
す
ぐ

に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

○
地
す
べ
り

•

沢
や
井
戸
の
水
が
に
ご
る

•

地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る

•

斜
面
か
ら
水
が
吹
き
出
す

•

家
や
擁よ

う

壁へ
き

に
亀
裂
が
入
る

○
が
け
崩
れ

•
 

が
け
や
斜
面
に
割
れ
目
が
見
え

る

•
 

が
け
や
斜
面
か
ら
水
が
わ
き
出

て
い
る

•
 

が
け
や
斜
面
か
ら
小
石
が
パ
ラ

パ
ラ
と
落
ち
て
く
る

○
土
石
流

•

山
鳴
り
・
地
鳴
り
が
す
る

•
 

急
に
川
が
に
ご
り
、
流
木
が
混

ざ
っ
て
い
く

•
 

雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
川

の
水
位
が
下
が
る

　

 

土
砂
災
害
の

　
　

前
兆
現
象
！

平成18年7月19日　長野県岡谷市で発生した土石流

　

自
分
の
地
域
に
「
土
砂
災
害
警

　

戒
情
報
」
が
発
表
さ
れ
た
ら

　

自
主
避
難
す
る
な
ど
早
め
の
対

策
を
心
が
け
て
行
動
し
て
く
だ
さ

い
。

　
「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」

　

発
表
を
知
る
に
は

•

市
役
所
か
ら
の
防
災
無
線
等

•

テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
な
ど

　

大
雨
警
報
・
注
意
報
が

　

発
表
さ
れ
て
い
た
ら

　
「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
が
発

表
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
斜
面
の

状
況
に
は
常
に
注
意
を
は
ら
い
、

普
段
と
は
違
う
状
況
に
気
が
付
い

た
場
合
に
は
、
直
ち
に
周
り
の
人

と
安
全
な
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ

う
。

　

市
役
所
や
警
察
等
に
も
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

問い合わせ

大雨警報
が発表され
ました

徳島地方気象台　防災業務課
☎088（626）0676
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「住宅用防災警報器」とは、天井や壁（天井に近いところ）に設置し、火災により発生する煙を
自動的に感知し、警報音（音や音声）により、警報器の設置場所やその付近にいる人に、火災が発
生した旨の警報を発する機能を持ったものです。
●どこに設置したらいいの？
１．設置場所　居住者の生活実態から通常の生活において就寝する居室。子どもが就寝する子ども

部屋、日中は居間として使用しているが夜間には就寝する部屋等が該当します。
２．取付位置　天井または壁の屋内に面する部分で火災を有効に感知できる位置。

住宅用防災警報器を設置して住宅用防災警報器を設置して
大切な家族を火災から守りましょう！大切な家族を火災から守りましょう！

住宅用防災警報器を設置して
大切な家族を火災から守りましょう！

●問い合わせ　住宅用火災警報器相談室
　　　　　　　☎0120（565）911（フリーダイヤル）
　　　　　　　受付時間：月曜から金曜までの午前9時から午後5時（祝日除く）

※補助に関しての記事は、「広報よしのがわ」８月号（Vol.59）11ページに掲載しています。

リビング

キッチン
階　段
設置義務

寝　室
設置義務

火気を多く使う台所
できるだけ設置しましょう。

２階以上に寝室がある場合
には設置が必要です。

すべての寝室に設置が必要
です。

子ども部屋
（寝室）
設置義務

寝室にあたる場合には設置が必
要です。

家族の使用頻度の高いリビング
できるだけ設置しましょう。



　平成16年10月の合併により吉野川市が誕生して以降、各行政部門を４庁舎に振り分けた「分
庁方式」で行政運営を行っています。
　しかし、行政機能の分散によって、市民の方々の利便性の低下や行政運営の非効率といった問
題点が指摘されています。

　このため・・・

　　•今年度中には、庁舎統合に向けた計画を策定します。

　　•国の合併支援策※を活用して、平成24年度中の庁舎統合をめざします。

○ 平成18年6月～平成19年3月
吉野川市庁舎あり方検討プロジェクトチーム（庁内組織）で統合の方向性を検討

○ 平成18年6月～平成19年3月
吉野川市議会庁舎検討特別委員会
「審査結果の概要」
① 長期的な視点に立って、住民サービス向上への取り組みをさらに推進するために
は、分庁舎方式のままでは限界がある。

② 市の将来を見据えた場合、庁舎は鴨島庁舎１カ所に集約する方が望ましい。
③ 完成の時期は、緊急に改築が急がれる教育施設（川島中学校体育館、山川中学校
校舎、給食センター）を建設し、合併特例債を利用できる期限内において財政状況
を十分勘案されることを望みたい。

④ 市民サービスを低下させないため、川島町、山川町、美郷に支所的機能を確保す
るなど、さまざまな策を講じ、市民の理解が得られるよう今後とも努力することを
要望する。

○ 平成21年5月～
吉野川市庁舎統合検討会（庁内組織）を設置

○ 平成21年6月～
吉野川市議会に庁舎統合特別委員会を設置

※国の合併支援策
　合併した市町村に対しては、国の財政支援策とし
て、合併後10年間に限り合併特例債の発行が認め
られます。
　合併特例債は、その償還金の70％が交付税措置
される有利な制度です。

庁舎統合等の経緯

庁舎統合の必要性

❻2009年（平成21年）9月9日

広報よしのがわ



　長期的な視点で吉野川市の未来を展望したとき、今後とも市民の皆さんのご期待に応えていく
ために、庁舎統合はぜひとも必要です。

　具体的には次のとおりです。

　現在は、市役所の部局が分散しているため、どこの庁舎に行けばよいのか事前確認が必要
であったり、用件がまたがる場合は庁舎間の移動を余儀なくされたりする場合があります。
　庁舎を統合することによって、1カ所で行政サービスを受けることが可能となります。
　また、市民の皆さんにとって、わかりやすい行政組織の配置となります。
　各支所については、窓口業務の確保や地域課題の対応といった視点から、具体的なあり方
の検討を進めています。

　社会経済環境の大きな変化に伴い、地方分権が重要視され、地域間競争も激化していま
す。市行政が果たすべき役割は、これからますます大きくなっていきます。
　これらに適切に対応し、将来にわたり市民サービスを提供し続けるためには、スリムな組織
や少ない経費で、市役所としての機能を十二分に発揮するようにしなければなりません。
　庁舎統合により本庁機能が集約され、多様なニーズに対し迅速な意思決定と対応が可能
となります。
　また、組織機構の簡素化や維持管理経費の削減にも努め、市民サービスの一層の向上を
図って参ります。

庁舎統合の必要性庁舎統合の必要性

利便性の向上

行政運営の効率性の確保

支　　　所※

※市民サービスの拠点となる
　支所機能は確保します。 庁舎統合特別委員会（H21.7.27）の様子

議　　　会　　　　農業委員会
監 査 委 員　　　　防　災　局
総　務　部　　　　市　民　部
産業経済部　　　　建　設　部
会　計　課　　　　　　　　　

市役所庁舎川島庁舎

健康福祉部　

支　　　所※

山川庁舎

水　道　部　

教育委員会　

支　　　所※

美郷庁舎

❼ 2009年（平成21年）9月9日

広報よしのがわ

●問い合わせ　市総務課　☎　  2231○22
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国
民
年
金
だ
よ
り

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

が
承
認
さ
れ
た
方
へ

●
免
除
の
内
容

（
注
）480
月
を
超
え
る
月
数
に
つ
い
て

　

老
齢
基
礎
年
金
計
算
の
際
、「
保

険
料
納
付
済
期
間
＋
保
険
料
免
除

期
間
」
は
480
月
が
限
度
と
な
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
免
除
期
間
に
つ
い
て

年
金
額
を
増
額
す
る
た
め
に
、
60

歳
到
達
月
以
降
に
任
意
加
入
し
た

場
合
に
は
、
実
際
の
「
保
険
料
納

付
済
期
間
＋
保
険
料
免
除
期
間
」

が
480
月
を
超
え
た
保
険
料
免
除
期

間
に
つ
い
て
は
、
国
庫
負
担
が
な

い
期
間
と
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
０
９
１
１

市
国
保
年
金
課　
☎
㉒
２
２
１
３

〜
平
成
21
年
４
月
か
ら
国
庫
負
担

割
合
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
〜

　

老
齢
基
礎
年
金
の
費
用
負
担
は
、

毎
年
度
、
国
庫
（
一
般
会
計
）
か

ら
も
負
担
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

今
回
、
こ
れ
ま
で
３
分
の
１
で

あ
っ
た
国
庫
負
担
割
合
は
、
平
成

21
年
度
か
ら
国
庫
負
担
割
合
が
、

２
分
の
１
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
は
、

国
民
年
金
の
加
入
期
間
20
歳
か
ら

60
歳
ま
で
の
40
年
（
480
月
）
間
の

全
期
間
に
つ
い
て
保
険
料
を
納
付

し
た
場
合
に
、
満
額
79
万
２
１
０

０
円
に
な
り
、
保
険
料
免
除
期
間

が
あ
る
方
の
老
齢
基
礎
年
金
は
、

次
の
計
算
式
に
よ
り
算
出
さ
れ
ま

す
。

職
場
に
お
け
る
女
性
の
人
権

　

社
会
構
造
や
家
庭
環
境
の
大
き

な
変
化
に
よ
り
、
出
産
後
も
働
く

な
ど
、
女
性
の
社
会
進
出
が
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
国
憲
法
や
世
界
人
権
宣
言

で
は
、
男
女
の
平
等
を
定
め
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
１
９
９
９
年
（
平
成

11
年
）
に
施
行
さ
れ
た
男
女
共
同

参
画
社
会
基
本
法
の
中
で
、
男
女

の
人
権
の
尊
重
を
掲
げ
、
男
女
の

個
人
と
し
て
の
尊
厳
の
重
視
、
性

別
に
よ
る
差
別
的
取
り
扱
い
の
禁

止
、
個
人
と
し
て
の
能
力
を
発
揮

す
る
機
会
の
確
保
等
が
う
た
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
男
女

雇
用
機
会
均
等
法
を
は
じ
め
と
す

る
労
働
関
係
法
も
整
備
さ
れ
ま
し

た
。

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
人
権
課
内
）
☎
㉒
２
２
２
９

　

し
か
し
、
男
女
の
給
与
、
昇
給
、

退
職
年
齢
格
差
や
役
職
の
制
限
、

就
職
時
の
女
子
学
生
へ
の
差
別
は

依
然
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
職
場
に
お
け
る
セ
ク
シ

ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
上
司

な
ど
か
ら
の
性
的
な
要
求
を
拒
否

し
た
た
め
に
解
雇
や
昇
進
差
別
を

受
け
る
「
対
価
型
」
と
、
性
的
な

言
動
や
ポ
ス
タ
ー
の
貼
り
付
け
な

ど
に
よ
り
女
性
の
就
業
環
境
や
能

力
発
揮
に
著
し
い
悪
影
響
を
生
じ

さ
せ
る
「
環
境
型
」
が
あ
り
ま
す
。

　

女
性
と
男
性
が
対
等
な
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
認
め
合
う
職
場
風
土

の
醸
成
こ
そ
、
健
全
な
企
業
の
環

境
づ
く
り
の

と
い
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

年金額の計算式

保険料納付済月数

＋

平成21年3月以前の
免除月数の合計

＋

平成21年4月以後の
免除月数の合計

480月

792,100円×

免除区分 年金額計算の月数

　
平成21年3月
以前の保険料
免除期間

平成21年4月
以降の保険料
免除期間

保険料納付済期間の月数 月数×１ 月数×1
保険料1/4免
除期間の月数

480月以内の月数 月数×5/6 月数×7/8
480月を超える月数（注）月数×1/2 月数×3/8

保険料半額免
除期間の月数

480月以内の月数 月数×2/3 月数×3/4
480月を超える月数（注）月数×1/3 月数×1/4

保険料3/4免
除期間の月数

480月以内の月数 月数×1/2 月数×5/8
480月を超える月数（注）月数×1/6 月数×1/8

保険料全額免
除期間の月数

480月以内の月数 月数×1/3 月数×1/2
480月を超える月数（注） 0 0

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な

い
た
め
に
！

○
「
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
」

○
「
手
洗
い
」

○
「
う
が
い
」　

○
「
外
出
は
で
き
る
だ
け
控
え
る
」

を
し
っ
か
り
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

も
し
も
発
熱
し
た
場
合
は
…

★
急
な
発
熱
、
咳
な
ど
の
症
状
が

あ
る
場
合
は
、
す
ぐ
に
受
診
せ
ず

に
ま
ず
、
か
か
り
つ
け
医
ま
た
は

最
寄
り
の
医
療
機
関
に
電
話
で
受

診
方
法
に
つ
い
て
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

★
受
診
す
る
医
療
機
関
が
わ
か
ら

な
い
場
合
は
、
吉
野
川
保
健
所
ま

た
は
県
健
康
増
進
課
の
「
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
相
談
窓
口
」
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他

　

国
や
地
方
自
治
体
の
提
供
す
る

情
報
な
ど
、
正
確
な
情
報
を
収
集

し
、
冷
静
に
対
応
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

吉
野
川
保
健
所　
☎
㉔
１
１
１
４

県
健
康
増
進
課

☎
０
８
８
（
６
２
１
）
２
２
２
８

市
健
康
推
進
課　
☎
㉕
６
６
１
５

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
相
談
窓
口

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予　

防
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　公共工事として道路等に下水道管が埋設され、戸別に「公共ます」が設置されましたら、下水道
の供用開始※1が公示されます。ここからは、民間工事として、ご家庭や事業所の便所、台所、風
呂場などからの排水を流せるように「公共ます」につなぎ込み（接続※2）ができますので、遅滞
なく（正当な理由がない限り直ちに）接続してください。
　市の助成制度（奨励金、利子補給など）が受けられる間に、ぜひとも速やかな接続をお願いします。
　※１：排水設備を下水道に適切に接続すれば、汚水を自然環境に負荷をかけない水質基準まで処

理できるように流せる状態になることです。
　※２：接続工事は市が指定した工事店でないとできないことになっています。必ず、指定工事店

に依頼して施工してください。

　私たちが健康で文化的に生活するには、住居や職場での衛生的で利便性が高い快適な空間の確保
が求められます。下水道は、居住環境の改善や公衆衛生の向上のみならず、河川や用水路などの水
質を保全し、地域の自然環境や生態系を恒久的に保護するために欠かせない施設です。
　吉野川市でも、良質で豊かな水を大切な資源として利活用できる持続可能な循環型社会の形成が
急がれます。今後の下水道の普及促進にご理解とご協力をお願いします。
  なお、吉野川市の下水道普及率は平成20年度末で、42.5％です。平成19年度末の全国平均は
71.7％（徳島県平均は12.1％で全国ワースト１）です。

～公共下水道の供用開始区域内に建物を所有されている方へ～

下水道への接続にご協力ください！

～☆９月10日は『下水道の日』です☆～

●問い合わせ　市下水道課　☎　  3399○42

公共ます

排水設備のしくみ

（市が設置し管理する）



問
い
合
わ
せ

行
事
の
一
環
と
し
て
、
防
犯
灯
の

防
犯
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
子
ど
も

た
ち
や
地
域
住
民
の
防
犯
に
役
立

て
れ
ば
と
、
時
折
小
雨
の
降
る
中
、

計
３
０
３
灯
の
外
灯
の
清
掃
や
球

の
交
換
を
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
８

月
14
日
〜
16

日
に
行
わ
れ

た
鴨
島
駅
前

の
阿
波
踊
り

会
場
で
は
、

　

８
月
１
日
、
高
知
市
東
部
総
合

運
動
場
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
、
平
成

21
年
度
四
国
中
学
校
総
合
体
育
大

会
（
団
体
戦
）
が
行
わ
れ
、
山
川

中
学
校
女
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
が

優
勝
し
、
四
国
総
体
２
連
覇
を
達

成
し
ま
し
た
。

　

８
月
５

日
、
市
役

所
で
、
第

４
回
行
財

政
改
革
懇

話
会
が
開

催
さ
れ
、

市
か
ら
行

財
政
改
革

実
施
計
画

（
平
成
17
〜
21
年
度
）
の
平
成
20

年
度
末
に
お
け
る
進
ち
ょ
く
状
況

を
報
告
し
ま
し
た
。

　

委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

・
財
政
健
全
化
に
つ
い
て

・
定
員
適
正
化
計
画
に
つ
い
て

・
人
材
育
成
の
継
続
に
つ
い
て

・
職
員
研
修
の
内
容
に
つ
い
て

・
災
害
発
生
時
の
対
応
に
つ
い
て

・
幼
稚
園
、
保
育
所
の
統
廃
合
の

　

検
討
に
つ
い
て

・
各
種
団
体
補
助
金
の
整
理
に
つ

　

い
て

な
ど
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
市

  

８
月
１
日
、
阿
波
・
吉
野
川
両

市
の
電
気
工
事
業
者
90
店
が
加
盟

す
る
、
鴨
島
電
気
工
事
協
同
組
合

の
組
合
員
46
人
が
参
加
し
て
、
上

浦
小
学
校
・
西
麻
植
小
学

校
・
学
島
小
学
校
３
校
を

含
む
計
８
校
の
小
学
校
周

辺
通
学
路
の
防
犯
灯
の
清

掃
・
点
検
が
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
８
月
の

「
電
気
使
用
安
全
月
間
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

百
歳
の
誕
生
日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

第
４
回
行
財
政
改
革

懇
話
会
開
催

四
国
中
学
校
総
合
体
育
大
会

（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
）

団
体
戦　

２
連
覇

四国総体で２連覇を達成した山川中学校
女子ソフトテニス部

全国過疎地域自立促進連盟会長
表彰を受けとる河野美郷商工会長

　

ま
た
、
翌
日
に
行
わ
れ
た
個
人

戦
で
も
徳
永
・
松
家
ペ
ア
が
優
勝
、

佐
藤
・
河
村
ペ
ア
が
準
優
勝
と
な

り
、
８
月
17
日
〜
19
日
に
宮
崎
市

で
開
催
さ
れ
た
全
国
中
学
校
体
育

大
会
へ
出
場
し
ま
し
た
。

102009年（平成21年）9月9日

広報よしのがわ

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ま
も
ろ
う
よ　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
で　

じ
ぶ
ん
の
い
の
ち

柳
原　

美
弥
妃
（
上
浦
小
学
校
２
年
）

は
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
参
考
に
し

て
、
今
後
さ
ら
に
行
財
政
改
革
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
22
年
度
以
降
の
第

２
次
行
財
政
改
革
大
綱
お
よ
び
実

施
計
画
に
つ
い
て
は
、
広
く
市
民

の
意
見
を
聞
く
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
手
続
き
を
経
て
今
年
度
中
に

策
定
す
る
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

市
企
画
財
政
課　
☎
㉒
２
２
２
１

　

７
月
８
日
・
９
日
、
長
野
県
木

曽
町
で
開
催
さ
れ
た
「
全
国
過
疎

問
題
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
０
９
in

な
が
の
」
で
、
美
郷
商
工
会
が
全

国
過
疎
地
域
自
立
促
進
連
盟
会
長

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

美
郷
商
工
会
は
、
地
域
資
源
を

有
効
に
活
用
し
た
特
産
品
の
販
売

美
郷
商
工
会　

全
国
過

疎
地
域
自
立
促
進
連
盟

会
長
賞
を
受
賞

　

８
月
７
日

に
鴨
島
町
鴨

島
の
田
村
ヤ

ヨ
イ
さ
ん
が

百
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
ら
れ
、
市
や
県
か
ら
祝

い
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

田
村
さ
ん
は
、
98
歳
く
ら
い
ま

で
は
、
ご
自
分
の
着
物
等
の
縫
い

物
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
最
近

で
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
施
設

の
み
な
さ
ん
と
歌
を
歌
っ
た
り
、

お
話
を
し
た
り
と
毎
日
を
楽
し
く

過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
３
度
の
食

事
も
し
っ
か
り
食
べ
、
２
年
前
か

ら
は
熱
も
出
た
こ
と
が
な
く
体
調

は
良
好
で
す
。

　
『
大
勢
の
家
族
に
囲
ま
れ
て
大

事
に
し
て
も
ら
っ
て
お
り
ま
す
。』

と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

吉
野
川
市
内
の
百
歳
以
上
の
長

寿
者
は
24
人
（
女
性
23
人
男
性
１

人
）
で
す
。

や
体
験
型
観
光
な
ど
を
住
民
参
画

型
に
よ
り
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
貢

献
し
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

電
気
の
安
全
使
用
を
呼
び
か
け
る

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
と
う
ち
わ
を
配
り
、

火
災
や
感
電
事
故
の
防
止
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

田村ヤヨイさん

外灯の清掃や球の交換を行う組合員



　

８
月
14
日
、
鴨
島
公
民
館
で
、

吉
野
川
市
阿
波
踊
り
振
興
協
会
に

よ
る
舞
台
公
演
が
あ
り
ま
し
た
。

訪
れ
た
観
客
は
、
そ
れ
ぞ
れ
連
の

持
ち
味
が
光
る
踊
り
の
演
出
を
堪

能
し
ま
し
た
。

選
抜
阿
波
踊
り
大
会

阿
波
踊
り
大
会

たくさんの人たちがにぎわいました真夏の夜空に咲く、大輪の花火
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す
が
、
性
別
、
年
齢
を
問
わ
ず
多

く
の
人
に
発
症
し
ま
す
。

　

治
療
は
ま
ず
坐
薬
や
軟
こ
う
な

ど
の
外
用
剤
で
経
過
を
み
ま
す
が
、

①
排
便
の
た
び
に
脱
肛
し
、
自
分

の
指
で
入
れ
な
い
と
戻
ら
な
い
、

②
出
血
量
が
多
い
、
と
い
っ
た
場

合
に
は
手
術
適
応
と
な
り
ま
す
。

　

痔
を
切
除
す
る
従
来
の
手
術
や

今
話
題
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ａ
注
（
ジ
オ
ン

注
®
）
に
よ
る
硬
化
療
法
を
、
症

例
に
応
じ
て
選
択
し
た
り
併
用
し

た
り
し
ま
す
。
痔
の
手
術
は
痛
い

と
い
う
固
定
観
念
が
あ
る
よ
う
で

す
が
、
最
近
で
は
術
後
の
痛
み
を

軽
く
す
る
方
法
も
研
究
さ
れ
て
き

て
い
ま
す
し
、
ま
た
入
院
期
間
も

１
週
間
程
度
と
短
縮
さ
れ
て
き
て

い
ま
す
の
で
、
怖
が
ら
ず
に
医
療

機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

肛
門
の
外
に
青
い
ふ
く
ら
み（
中

の
血
栓
が
透
け
て
見
え
る
た
め
）

が
で
き
る
外
痔
核
に
つ
い
て
は
、

通
常
は
軟
こ
う
を
塗
る
だ
け
で
次

第
に
し
ぼ
ん
で
き
ま
す
の
で
心
配

あ
り
ま
せ
ん
。
痛
み
が
大
変
強
い

場
合
な
ど
で
は
、
外
来
で
局
所
麻

酔
を
行
っ
て
中
の
血
栓
を
除
去
す

る
処
置
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　

麻
植
協
同
病
院

　
　
　
　

外
科
医
長　

豊
田　

剛

　

お
し
り
（
肛
門
）
に
は
、『
肛

門
の
３
大
疾
患
』
と
呼
ば
れ
る
代

表
的
な
３
種
類
の
病
気
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
が
「
い
ぼ
痔
」、「
あ
な

痔
」、「
き
れ
痔
」
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
、
肛
門
科
を
訪
れ
る
方
の
90

％
以
上
は
こ
の
い
ず
れ
か
と
診
断

さ
れ
ま
す
。
今
回
は
こ
の
３
大
疾

患
の
う
ち
、「
い
ぼ
痔
」
に
つ
い

て
お
は
な
し
を
し
ま
す
。

　
「
い
ぼ
痔
」
に
は
大
き
く
分
け

て
２
種
類
あ
り
ま
す
。
肛
門
か
ら

少
し
入
っ
た
と
こ
ろ
に
で
き
た
静

脈
の
か
た
ま
り
で
あ
る
コ
ブ
が
、

排
便
時
な
ど
に
肛
門
の
外
に
出

て
き
た
り
（
脱
肛
と
い
い
ま
す
）、

出
血
し
た
り
す
る
も
の
を
内
痔
核

と
い
い
ま
す
。
出
産
を
契
機
に
女

性
に
発
症
す
る
の
は
こ
の
病
気
で

ペ
ダ
ル
こ
ぐ　

私
も
車　

安
全
う
ん
転

岡
田　

り
か
（
牛
島
小
学
校
３
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

　

８
月
６
日
、
鴨
島
運
動
場
で
恒

例
の
納
涼
花
火
大
会
が
行
わ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
色
の
花
火
が
真
夏
の

夜
空
に
色
鮮
や
か
な
花
を
咲
か
せ

ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
、
約
１
０
０

店
の
夜
店
が
立
ち
並
び
、
浴
衣
姿

な
ど
で
訪
れ
た
約
２
万
人
の
観
客

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
「
ド
ー
ン
」
と
１
発
目
の
花
火

が
打
ち
上
げ
ら
れ
大
輪
の
花
が
咲

く
と
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
歓
声

が
あ
が
り
ま
し
た
。

納
涼
花
火
大
会

　

今
月
号
か
ら
、
麻
植
協
同
病

院
の
ご
協
力
を
得
て
、
第
一
線
で

地
域
医
療
現
場
に
携
わ
っ
て
い
る

「
ま
ち
の
ド
ク
タ
ー
」
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
、
広
報
よ
し
の
が
わ
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
管

理
に
、
ぜ
ひ
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

『
ま
ち
の
ド
ク
タ
ー
①
』

お
し
り
の
お
は
な
し

　

ま
た
、
14
日
か
ら
16
日
ま
で
、

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
中
央
通
り
で
行
わ

れ
た
阿
波
踊
り
大
会
に
は
、
市
内

外
か
ら
多
く
の
観
客
が
訪
れ
、
ぞ

め
き
の
リ
ズ
ム
が
繰
り
広
げ
ら
れ

る
会
場
は
躍
動
感
に
満
ち
、
熱
気

あ
ふ
れ
る
乱
舞
の
渦
に
酔
い
し
れ

ま
し
た
。

ほがらか連

ひょこいち連

きらく連

高越連



問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

安
心
で
す
！　

農
地
の
利
用
権（
貸
し

借
り
）設
定
申
し
出
を
受
け
付
け
中
！

緑
の
募
金
還
元
金
事
業

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
申
請
の
受
け
付
け

ま
ち
づ
く
り
振
興
事
業
決
定

　

10
月
26
日
㈪
ま
で
農
地
の
利
用
権
設

定
（
後
期
分
）
の
、
受
け
付
け
を
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
農
地
法
の
許
可
は
不

要
で
、
貸
借
期
間
を
設
定
し
期
間
が
満

了
す
る
と
自
動
的
に
解
約
さ
れ
、
離
作

料
等
支
払
う
必
要
が
な
く
、
安
心
し
て

農
地
を
貸
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
回
、
期
間
が
満
了
す
る
貸
し
手
に

は
事
前
に
継
続
用
書
類
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
借
り
手
と
相
談
の
上
、
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

新
た
に
申
し
込
み
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
農
業
委
員
会
事
務
局
（
市
役
所
２

階
）
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
貸
し
手
・
借
り
手
双
方

の
印
鑑
を
押
印
の
上
、
農
業
委
員
会
事

務
局
ま
た
は
支
所
地
域
課
（
川
島
・
山

川
・
美
郷
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

市
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
㉒
２
２
２
７

　
（
社
）
と
く
し
ま
森
と

み
ど
り
の
会
で
は
、
皆
さ

ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

10
月
31
日
㈯
ま
で
秋
期
「
緑
の
募
金
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

緑
の
募
金
は
、
水
源
地
域
や
里
山
で

の
森
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
森

林
整
備
、
身
の
回
り
の
緑
化
、
間
伐
材

の
利
用
促
進
、
緑
化
推
進
に
係
る
国
際

協
力
な
ど
、
幅
広
く
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

吉
野
川
市
支
部
で
も
毎
年
緑
の
募
金

還
元
金
事
業
と
し
て
、
地
域
の
緑
化
事

業
お
よ
び
森
林
整
備
事
業
な
ど
を
自
主

的
に
行
う
団
体
、
ま
た
は
公
園
や
学
校

の
緑
化
を
推
進
す
る
自
治
会
や
子
ど
も

会
に
対
し
て
事
業
費
の
一
部
を
助
成
し

て
い
ま
す
。
助
成
金
の
申
請
を
希
望
す

る
団
体
は
、
９
月
25
日
㈮
ま
で
に
お
問

122009年（平成21年）9月9日

広報よしのがわ

飼い主としてのマナーを守りましょう。犬のふんは持ち帰りましょう。

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
み
ぎ
ひ
だ
り　

急
が
な
い
で　

も
う
一
回

宮
久
保　

涼
介
（
森
山
小
学
校
３
年
）

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
農
林
業
振
興
課
内　
（
社
）
と
く
し

ま
森
と
み
ど
り
の
会
吉
野
川
市
支
部

☎
㉒
２
２
２
８　
℻  
㉒
２
２
４
７

と
き　

10
月
７
日
㈬
午
後
３
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

鴨
島
公
民
館
２
階

テ
ー
マ　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の
予

防
と
対
処
法

講
師　

徳
島
病
院　

斎
藤
医
師

市
健
康
推
進
課　
　
　
☎
㉕
６
６
１
５

　

農
用
地
区
域
内
の
農
地
を
農
地
以
外

に
利
用
す
る
場
合
に
は
、
農
業
委
員
会

へ
転
用
の
申
請
を
す
る
前
に
、
農
用
地

区
域
か
ら
除
外
す
る
手
続
き
が
必
要
で

す
。

　

農
地
以
外
に
利
用
す
る
方
は
、
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、
農
林
業

振
興
課
（
市
役
所
２
階
）
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
。

　

農
地
以
外
に
利
用
す
る
例
と
し
て
は
、

農
家
用
住
宅
、
子
ど
も
が
分
家
す
る
た

め
の
住
宅
（
宅
地
）、
資
材
置
場
、
駐

車
場
、
農
業
用
施
設
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間　

９
月
18
日
㈮
〜
10
月
16
日

㈮
（
土
・
日
・
祝
日
除
く
）

市
農
林
業
振
興
課　
　
☎
㉒
２
２
２
８

　

市
は
、
広
報
よ
し
の
が
わ
５
月
号
で

募
集
し
た
ま
ち
づ
く
り
振
興
事
業
に
つ

い
て
、
次
の
３
事
業
に
補
助
金
の
交
付

を
決
定
し
ま
し
た
。

・
ふ
れ
あ
い
の
旅
（
吉
野
川
市
鴨
島
町

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
）＝
身

体
障
害
者
と
健
常
者
の
相
互
理
解
を

深
め
る
た
め
の
き
っ
か
け
作
り

・
吉
野
川
市
内
を
歩
こ
う
〜
健
康
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
〜
（
吉
野
川

市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
）＝
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を
作
成
し
運
動

習
慣
を
普
及

・
熱
い
想
い
、
そ
し
て
実
現
へ
〜
中
小

企
業
だ
か
ら
で
き
る
〜
（
社
団
法
人

吉
野
川
青
年
会
議
所
）＝
地
域
全
体
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
講
演
会
を
開
催

市
企
画
財
政
課　

 　
　
☎
㉒
２
２
２
１

吉
野
川
市
民
健
康
セ
ミ
ナ
ー



問
い
合
わ
せ

第
９
回
特
別
弔
慰
金
の
お
知
ら
せ

　

戦
没
者
の
遺
族
に
対
し
て
国
と
し
て

あ
ら
た
め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
た
め
、

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰

金
（
第
９
回
特
別
弔
慰
金
）
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

支
給
対
象
者

　

平
成
17
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
21
年

３
月
31
日
の
間
に
お
い
て
、
戦
没
者
に

か
か
る
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
の

年
金
を
受
け
る
ご
遺
族
が
亡
く
な
る
な

ど
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
21
年
４
月

１
日
に
お
い
て
前
記
給
付
金
の
受
給
権

者
が
い
な
い
場
合
に
、
戦
没
者
の
死
亡

当
時
の
ご
遺
族
で
、
最
も
先
順
位
の
ご

遺
族
一
人
に
請
求
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

ア　

 

平
成
21
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

イ　

戦
没
者
等
の
子

ウ　

 

戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て

い
た
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄

弟
姉
妹
（
戦
没
者
等
と
生
計
関
係

を
有
し
て
い
な
か
っ
た
方
、
平
成

21
年
４
月
１
日
に
お
い
て
婚
姻
に

よ
り
姓
が
変
わ
っ
て
い
る
方
、
ま

　

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
犬
の
飼
い

主
は
、
飼
い
犬
を
登
録
し
、
毎
年
１
回

の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ
せ
、
つ

な
い
で
飼
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

た
は
遺
族
以
外
の
方
と
養
子
縁
組

を
し
て
い
る
方
は
除
か
れ
ま
す
。）

エ　

 

上
記
ウ
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖

父
母
④
兄
弟
姉
妹

オ　

 

上
記
ア
か
ら
エ
以
外
の
三
親
等
内

の
親
族
（
戦
没
者
の
死
亡
当
時
ま

で
引
き
続
き
１
年
以
上
生
計
関
係

を
有
し
て
い
た
方
に
限
り
ま
す
。）

※
す
で
に
第
８
回
特
別
弔
慰
金
を
ご
遺

族
代
表
者
が
受
給
さ
れ
て
い
る
場
合
や
、

請
求
期
間
内
に
請
求
で
き
な
か
っ
た
遺

族
の
方
（
時
効
に
よ
り
失
権
）
は
今
回

受
給
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

支
給
内
容　

額
面
24
万
円
（
年
４
万
円

×
６
年
償
還
）
の
記
名
国
債

請
求
期
限　

平
成
24
年
４
月
２
日
ま
で

市
福
祉
総
務
課　

福
祉
総
務
係

☎
㉕
２
１
１
１

13 2009年（平成21年）9月9日

広報よしのがわ

９
月
は
国
民
健
康
保
険
税
、

市
・
県
民
税
の
納
付
月

９
月
は
介
護
保
険
料
の
納
付
月

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

　

９
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
（
第
３

期
）
お
よ
び
市
・
県
民
税
（
第
２
期
）

の
納
付
月
で
す
。

　

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

納
期
限　
　
　
　
　
　

９
月
30
日
㈬

市
税
務
課　
　
　
　
　
☎
㉒
２
２
１
５

　

９
月
は
、
介
護
保
険
料
第
２
期
（
普

通
徴
収
の
方
）
の
納
付
月
で
す
。

　

納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

納
期
限　
　
　
　
　
　

９
月
30
日
㈬

市
介
護
保
険
課　

介
護
保
険
係

　
　
☎
㉕
６
６
２
６

ごみの処理にはルールがあります。不法投棄はやめましょう。

気
を
つ
け
て　

キ
ケ
ン
が
い
っ
ぱ
い　

な
れ
た
道

柿
本　

汐
音
（
鴨
島
小
学
校
３
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

飼
い
犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射
の
再
実
施

　

４
月
に
飼
い
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予

防
注
射
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
都
合
に

よ
り
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方
や
、
新
し

く
犬
を
飼
い
は
じ
め
た
方
を
対
象
に
、

次
の
日
程
で
再
実
施
し
ま
す
。

市
環
境
企
画
課　
　
　
☎
㉒
２
２
３
０

　

◎
登
録
手
数
料　
　

３
０
０
０
円

　

◎
注
射
手
数
料　
　

３
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ

実施日　10月16日（金）
美郷地区

時　間 場　所
12：00～12：30 市美郷庁舎前

鴨島地区
時　間 場　所

14：00～14：15 上浦老人憩の家　
14：25～14：40 ＪＲ牛島駅前
14：50～15：05 牛島集会所（JR麻植塚駅北）
15：15～15：30 旧麻植郡農協森山支所
15：40～15：55 飯尾敷地地区公民館
16：05～16：20 ＪＲ西麻植駅消防詰所前
16：30～16：45 千田公会堂
16：55～17：10 文化研修センター
18：00～19：00 吉野川市役所前

実施日　10月15日（木）
川島地区

時　間 場　所
  9：30～  9：50 川島公民館神後南分館前
10：00～10：20 旧役場跡地（東保育所前）
10：35～10：55 東児島老人憩の家
11：05～11：40 市川島庁舎前

山川地区
時　間 場　所

13：30～13：50 ＪＲ山瀬駅前
14：00～14：20 北村農業構造改善センター
14：35～14：55 旧麻植郡農協川田支所前
15：05～15：40 市山川庁舎前



問
い
合
わ
せ
・
受
け
付
け

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ
・
連
絡
先

問
い
合
わ
せ

平
成
22
年
成
人
式
は
１
月
３
日
㈰
開
催

平
成
21
年
度
後
期
技
能
検
定

試
験
実
施
の
案
内

第
５
回
吉
野
川
市
社
会
福
祉
大
会

精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
案
内

　

平
成
22
年
成
人
式
は
、
新
成
人
で
構

成
す
る
成
人
式
実
行
委
員
会
と
市
教
育

委
員
会
の
共
催
で
企
画
・
運
営
し
て
い

ま
す
。

　

吉
野
川
市
内
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て

い
る
方
は
、11
月
下
旬
に
案
内
状
を
送

付
い
た
し
ま
す
。引
っ
越
し・就
学・就
職

な
ど
で
市
外
に
転
出
し
、
市
内
に
住
民

登
録
を
さ
れ
て
い
な
い
方
で
出
席
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、住
所・氏
名
等
を
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

と
き　

平
成
22
年
１
月
３
日
㈰

　
　
　

午
前
９
時
〜
受
付

　
　
　

午
前
10
時
式
典
開
始

と
こ
ろ　

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
大
ホ

ー
ル
（
山
川
庁
舎　

南
側
）

該
当
者　

平
成
元
年
４
月
２
日
〜
平
成

２
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

市
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課　

☎
42
４
１
１
５

142009年（平成21年）9月9日

広報よしのがわ

虐待では？ 思ったときは、まず通報！ 地域包括支援センター☎㉕6627

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ふ
ざ
け
あ
う　

登
下
校
は　

き
け
ん
道

小
林　

樹
（
飯
尾
敷
地
小
学
校
３
年
）

と
き　

10
月
17
日
㈯
午
前
10
時
〜
（
受

付
・
開
場　

午
前
９
時
30
分
〜
）

江
川
湧
水
源
周
辺
、
吉
野
川
堤
防

集
合
場
所　

江
川
湧
水
源
「
い
や
し
の

舎
」（
吉
野
川
遊
園
地
西
側
）

作
業
時
間　

10
月
１
日
㈭
午
前
６
時
30

分
〜
７
時
30
分

多
津
美
橋
〜
江
川
・
鴨
島
公
園

集
合
場
所　

多
津
美
橋
あ
ず
ま
や
（
鴨

島
第
一
中
学
校
西
側
）

作
業
時
間　

10
月
１
日
㈭
午
前
７
時
〜

８
時

作
業
内
容　

除
草
作
業
、
清
掃
作
業

　

作
業
道
具
は
、
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

江
川
エ
コ
フ
レ
ン
ド

☎
㉔
８
６
６
０

受
付
期
間　

９
月
28
日
㈪
〜
10
月
９
日

㈮実
施
期
間　

11
月
30
日
㈪
〜
平
成
22
年

２
月
21
日
㈰

技
能
検
定
実
施
職
種

【
特
級
職
種
】
金
属
熱
処
理
、機
械
加
工
、

金
属
プ
レ
ス
加
工
、
仕
上
げ
な
ど

【
１
・
２
級
職
種
】
工
場
板
金
、
機
械

検
査
、
電
気
機
器
組
立
て
な
ど

【
単
一
等
級
職
種
】
樹
脂
接
着
剤
注
入

施
工
、
バ
ル
コ
ニ
ー
施
工

【
３
級
職
種
】
機
械
検
査
、
電
気
機
器

組
立
て
、
和
裁
、
配
管
な
ど

徳
島
県
職
業
能
力
開
発
協
会

☎
０
８
８
（
６
６
３
）
２
３
１
６

日
程
／
内
容

10
月
９
日
㈮
／
講
義
「
心
の
病
あ
る
方

へ
の
理
解
と
接
す
る
時
の
ポ
イ
ン
ト
」

10
月
14
日
㈬
／
講
義
「
精
神
疾
患
の
正

し
い
理
解
」

10
月
23
日
㈮
／
ア
ト
リ
エ
ひ
ま
わ
り
施

と
こ
ろ　

鴨
島
公
民
館

記
念
講
演

私
の
マ
ラ
ソ
ン
人
生
〜
ゆ
っ
く
り
と
歩

く
人
生
も
、
ま
た
、
す
ば
ら
し
い
〜

講
師　

元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手　

松
野

明
美
さ
ん

市
社
会
福
祉
協
議
会　
☎
42
２
０
８
９

設
見
学
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

10
月
30
日
㈮
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会

〜
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
〜

時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ト
リ
エ
ひ
ま
わ
り

（
鴨
島
町
西
麻
植
字
麻
植
市
１
１
５
番
地
５
）

対
象　

心
の
病
に
関
心
が
あ
り
、
精
神

保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
る
方

定
員　

10
人
程
度

参
加
費　

資
料
代
と
し
て
３
０
０
円
が

必
要
で
す

申
込
期
限　

10
月
２
日
㈮
ま
で

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ト
リ
エ
ひ
ま
わ
り
☎
㉒
０
７
８
０

台
風
９
号
の
大
雨
洪
水
に
よ
る

「
床
上
浸
水
」の
被
害
を

受
け
ら
れ
た
方
へ

　

市
・
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
国

民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て
、
一
定
の

条
件
を
満
た
せ
ば
税
が
減
額
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
税

務
課
（
市
役
所
１
階
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
税
務
課　
　
　
　
☎
㉒
２
２
１
５

問
い
合
わ
せ



問
い
合
わ
せ

相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知
識
や
就
職

の
心
構
え
に
つ
い
て
指
導

※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い
ま
せ

ん
。

【
山
川
】

と
き　

９
月
14
日
㈪
、
10
月
５
日
㈪
・

19
日
㈪

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き　

10
月
14
日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ　

こ
だ
ま
会
館

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉔
２
１
６
６

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ

　

６
月
27
日
、「
キ
ョ
ー
エ
イ
セ
レ
ブ

店
」、「
マ
ル
ヨ
シ
セ
ン
タ
ー
ア
ク
ア
シ

テ
ィ
ー
店
」
で
実
施
し
た
「
６
・
26
ヤ

ン
グ
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
は
、
鴨

島
東
中
学
校
生
、
鴨
島
第
一
中
学
校
生
、

市
立
川
島
中
学
校
生
、
山
川
中
学
校
生

お
よ
び
薬
物
乱
用
指
導
員
に
よ
り
、
約

８
０
０
人
の
住
民
に
対
し
て
薬
物
乱
用

防
止
の
啓
発
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

６
月
20
日
か
ら
７
月
19
日
ま
で
の
１
カ

月
間
、
吉
野
川
市
お
よ
び
阿
波
市
の
随

所
で
実
施
し
た
国
連
支
援
募
金
活
動
で

は
、
先
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
合
わ
せ
６

万
５
２
５
０
円
の
善
意
の
浄
財
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
善
意
は
、
国
連
を
通
じ
て

薬
物
乱
用
防
止
活
動
や
啓
発
事
業
に
役

立
て
て
ま
い
り
ま
す
。

徳
島
県
薬
物
乱
用
防
止
鴨
島
地
区
協
議

会 

事
務
局　

吉
野
川
保
健
所　
　
　
☎
㉔
１
１
１
４

国
連
支
援
募
金
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

パ
ソ
コ
ン
講
習
前
期
受
講
者
募
集

15 2009年（平成21年）9月9日

広報よしのがわ

地域ぐるみで未然に高齢者虐待を防ぎましょう！

ヘ
ル
メ
ッ
ト　

い
の
ち
を
ま
も
る　

お
ま
も
り
だ

東
宅　

亨
介
（
西
麻
植
小
学
校
３
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

内
容
／
定
員
（
市
内
在
住
の
方
）

●
パ
ソ
コ
ン
基
礎
（
パ
ソ
コ
ン
の
基
本

的
な
操
作
）
／
各
10
人
×
３
回

●
ワ
ー
プ
ロ
入
門
（
ワ
ー
ド
の
基
本
的

な
機
能
を
紹
介
）
／
各
10
人
×
３
回

●
表
計
算
入
門
（
エ
ク
セ
ル
の
基
本
的

な
機
能
を
紹
介
）
／
各
10
人
×
３
回

と
こ
ろ　
鴨
島
公
民
館
２
階　

視
聴
覚
室

受
講
料　

無
料

申
込
期
間　

９
月
30
日
㈬
午
前
８
時
30

分
か
ら
電
話
で
の
み
受
け
付
け
ま
す
。

申
し
込
み
後
、
連
絡
は
い
た
し
ま
せ
ん

の
で
当
日
忘
れ
ず
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
平
成
22
年
２
月
に
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
山
川
町
）
で
開
催
予
定
を
し
て

い
る
パ
ソ
コ
ン
講
習
（
後
期
）
を
受
講

さ
れ
る
予
定
の
方
は
、
今
回
は
受
講
で

き
ま
せ
ん
。

市
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課

☎
42
４
１
１
５

開催日時 10月８日㈭ 10月９日㈮ 10月10日㈯

午前９時
　　～正午

①パソコン
　基礎

④ワープロ
　入門

⑦表計算
　入門

午後1時30分
～４時30分

②パソコン
　基礎

⑤ワープロ
　入門

⑧表計算
　入門

午後６時
　　～９時

③パソコン
　基礎

⑥ワープロ
　入門

⑨表計算
　入門

日　程

第
1
1
8
回
ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト

「
く
ら
し
・
環
境
を
考
え
る
」

出
演
者　

未
定
／
環
境
問
題
に
つ
い
て

の
ト
ー
ク
あ
り
（
予
定
）

と
き　

９
月
27
日
㈰
午
後
１
時
〜

と
こ
ろ　
Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
老
人
ホ
ー
ム

あ
け
わ
敷
地
内
（
雨
天
決
行
）

ま
ち
か
ど
美
術
館

Ｊ
Ｒ
鴨
島
駅
前
商
店
街
の
店
舗
に

鴨
島
美
術
グ
ル
ー
プ
や
ア
マ
チ
ュ
ア
の

画
家
・
写
真
家
等
の
作
品
を
展
示
し
て

い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
http://w

w
w
.tcu.or.jp/kam

ojim
a/

m
achicon/

ま
ち
か
ど
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会　

　

☎
㉔
３
７
２
５
（
鎌
田
）

連
絡
先

対
象
者　

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容　

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と
職
業

巡
回
職
業
相
談



問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
車
は
ね　

と
お
く
に
い
て
も　

す
ぐ
く
る
よ

平
井　

杏
奈
（
知
恵
島
小
学
校
２
年
）

受
講
資
格　

吉
野
川
市
在
住
で
障
害
者

手
帳
を
お
持
ち
の
方

講
習
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30

分　と
こ
ろ　

身
体
障
害
者
通
所
授
産
施
設

か
が
や
き

募
集
人
数　

各
コ
ー
ス
10
人（
先
着
順
）

費
用　

無
料

※
諸
事
情
に
よ
り
日
程
・
講
座
内
容
が

障
害
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

中
央
広
域
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

は
く
ち
ょ
う　
　
　
　
☎
36
７
０
７
０

162009年（平成21年）9月9日

広報よしのがわ

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
使
用
義
務

　

６
歳
未
満
の
幼
児
に
対
し
て
は
、
保

安
基
準
・
発
育
の
程
度
に
適
合
し
た
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
す
る
義
務
が

あ
り
ま
す
。

　

違
反
し
た
場
合
は
、
幼
児
用
補
助
装

置
義
務
違
反
と
し
て
、
１
点
の
点
数
が

付
加
さ
れ
ま
す
。

抱
っ
こ
で
は
守
れ
ま
せ
ん

　

５
㎏
の
子
ど
も
を
抱
っ
こ
し
て
い
た

場
合
、
時
速
約
40
㎞
の
速
度
で
走
行
し

て
い
た
と
す
る
と
、
衝
突
の
瞬
間
に
は

体
重
の
約
30
倍
の
１
５
０
㎏
の
衝
撃
が

腕
に
か
か
る
こ
と
に
な
り
、
腕
で
支
え

吉
野
川
警
察
署
だ
よ
り　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
子
ど
も
を
守

る
愛
の
手
で
す

る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
車
の
内
部
や

ほ
か
の
同
乗
者
に
激
し
く
ぶ
つ
か
っ
た

り
、
車
外
に
放
り
出
さ
れ
た
り
と
大
変

危
険
で
す
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
選
ぶ
コ
ツ

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
購
入
す
る
と

き
、
次
の
ポ
イ
ン
ト
を
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

①
取
り
付
け
が
簡
単
な
も
の

　

車
へ
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
が
通
し
や
す
く
、

し
っ
か
り
と
固
定
で
き
る
構
造
の
も
の
。

②
安
全
基
準
に
適
し
て
い
る
も
の

　

道
路
運
送
車
両
法
に
よ
る
安
全
基
準

に
合
格
し
た
も
の
は
、
国
土
交
通
大
臣

が
形
式
指
定
し
た
マ
ー
ク
「
○自
Ｃ
―

○
○
○
」
が
付
い
て
い
ま
す
。

③
あ
ま
り
重
く
な
い
も
の

　

重
い
も
の
は
取
り
付
け
・
取
り
外
し

な
ど
の
扱
い
が
大
変
な
の
で
な
る
べ
く

軽
い
も
の
。

④
ク
ッ
シ
ョ
ン
カ
バ
ー
が
簡
単
に
取
り

外
せ
る
も
の

　

衛
生
上
、
カ
バ
ー
が
簡
単
に
脱
着
で

き
、
洗
濯
で
き
る
も
の
。

吉
野
川
警
察
署　
　
　

☎
㉕
６
１
１
０

鴨
島
町
交
番　
　
　
　
☎
㉔
２
３
３
１

問
い
合
わ
せ

「生ごみ」はリサイクルできる「資源」です

基本コース
講習日 内容

10月 ７日㈬ パソコンの
基本操作10月14日㈬

10月21日㈬
ワードを使った
文章作成

10月28日㈬
11月 ４日㈬
11月11日㈬
11月18日㈬

「筆まめ」による
はがき作成など

11月25日㈬
12月 ２日㈬
12月 ９日㈬

応用コース
講習日 内容

12月16日㈬ インターネット
Eメールの操作12月21日㈪

平成22年1月6日㈬
エクセルの操作１月13日㈬

１月20日㈬
１月27日㈬

デジタルカメラ
などの画像編集

２月３日㈬
２月10日㈬
２月17日㈬
２月24日㈬

吉
野
川
市
特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
を

受
け
付
け
中

　

吉
野
川
市
な
ら
で
は
の
魅
力
あ
る
特

産
品
を
、
吉
野
川
市
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
認
証
す
る
制
度
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

認
証
さ
れ
た
特
産
品
は
、
吉
野
川
市

特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
認
証
マ
ー
ク
を
、
特

産
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
等
に
表
示
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
市
が
主
催
す

る
物
産
展
へ
の
出
展
や
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
紹
介
な
ど
の
特
典
が
与
え

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

申
請
書
様
式
等
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
方
法　

申
請
書
お
よ
び
認
証
を
希

望
す
る
商
品
を
商
工
観
光
課
（
市
役
所

２
階
）
へ
提
出
。
商
品
の
提
出
が
困
難

な
場
合
は
、
写
真
な
ど
の
商
品
説
明
資

料
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
期
限　

９
月
30
日
㈬
ま
で

市
商
工
観
光
課　
　
　
☎
㉒
２
２
２
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.city.yoshinogaw

a.
lg.jp/index.asp

吉野川市特産品ブ
ランド認証マーク

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
は
じ

ま
り
ま
す
（
９
月
21
日
〜
30
日
）

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み



問
い
合
わ
せ

メ
ー
ル
す
る　

そ
の
ひ
と
お
し
が　

事
故
の
も
と

藤
川　

佳
乃
（
川
島
小
学
校
６
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

17 2009年（平成21年）9月9日

広報よしのがわ

文
学
歴
史
講
座

折
り
紙
一
日
体
験
講
座

吉
野
川
市
文
化
協
会
創
立
５
周
年
記

念　

短
歌
大
会
作
品
募
集

内
容　

バ
ラ
の
花
か
ご

と
き　

10
月
21
日
㈬
午
前
10
時
〜
正
午

講
師　

田
村
真
弓
さ
ん　

と
こ
ろ　

研
修
室
４

参
加
費　

無
料

と
き　

11
月
15
日
㈰
午
前
10
時
〜

会
費　

１
０
０
０
円
（
昼
食
代
含
む
）

募
集
内
容　

作
品
一
首
（
未
発
表
）
を

か
い
書
で
書
き
、
１
０
０
０
円
を
添
え
、

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
内
短
歌
事
務
局
ま

で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

そ
の
１
「
阿
波
路
の
芭
蕉
句
碑
」

と
き　

10
月
２
日
㈮
午
前
９
時
30
分
〜

正
午

そ
の
２
「
土つ
ち

御み

門か
ど

上じ
ょ
う

皇こ
う

と
四
国
路
」

と
き　

11
月
６
日
㈮
午
前
９
時
30
分
〜

正
午

講
師　

溝
渕
匠
さ
ん

と
こ
ろ　

研
修
室
４

参
加
費　

無
料

忌
部
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出　

展
示
と
話

と
き　

10
月
４
日
㈰
午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

鴨
島
体
育
館

●
第
一
部　

音
楽
フ
ェ
ス
タ

出
演　

鴨
島
第
一
中
学
校
ウ
イ
ン
ド
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
、
山
川
中
学
校
音
楽
部

●
第
二
部　

食
・
農
の
母
国
を
モ
チ
ー

フ
と
し
た
忌
部
ブ
ラ
ン
ド
の
創
出

講
師　

地
域
農
林
経
済
学
徳
島
支
部
長

野
田
靖
之
さ
ん

●
第
三
部　

日
本
の
五
穀
の
起
源
伝
承

と
忌
部
型
有
機
農
法

講
師　

阿
波
歴
史
民
族
研
究
会
会
長　

林
博
章
さ
ん

●
第
四
部　

め
ず
ら
し
い
商
品
開
発
の

話　

石
垣
農
業
、
竹
パ
ウ
ダ
ー
、
ア
マ

ル
フ
ィ
、
忌
部
藍

●
第
五
部　

展
示
の
部　

創
作
郷
土
料

理
、
忌
部
藍
、
竹
パ
ウ
ダ
ー
、
和
紙
遊

山
箱
、
カ
ヤ
盆
栽
、
ザ
・
阿
波
踊
り
弁

当
、
鴨
島
商
業
高
校
の
生
徒
の
作
品

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
と
悪
徳
詐
欺
商
法
撃
退
法

と
き　

９
月
25
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
45
分

と
こ
ろ　

視
聴
覚
室

講
師　

消
費
生
活
専
門
相
談
員

日
本
の
経
済
の
見
通
し　

と
き　

10
月
２
日
㈮
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
45
分

と
こ
ろ　

視
聴
覚
室

講
師　

野
村
證
券
（
株
）
徳
島
支
店　

斉
川
幹
也
さ
ん

と
き　

９
月
30
日
㈬
ま
で

と
き　

10
月
４
日
㈰
〜
11
月
５
日
㈭

内
容　

一
般
の
方
か
ら
募
集
し
た
、
プ

ロ
、
ア
マ
、
ジ
ャ
ン
ル
も
問
わ
な
い
自

由
な
展
覧
会　
※
作
品
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

そ
こ
が
も
っ
と
知
り
た
い

や
さ
し
い
経
済
講
座　

藍
染
教
室
作
品
展
―
藍
で
装
う
―

寄
り
合
い
作
品
展

第
４
回
吉
野
川
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

と
き　

９
月
20
日
㈰
開
場
午
後
３
時
、

開
演
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　

ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト　

前
売
り
１
５
０
０
円
、
当

日
１
８
０
０
円
、高
校
生
以
下
５
０
０
円

出
演　

Ｎ
Ａ
Ｍ
ｉ
Ｄ
Ａ
、テ
ン
シ
ョ
ン
パ

ー
マ
、四
星
球
、学
生
バ
ン
ド
な
ど
９
組

か
も
じ
ま
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　ペットボトルのキャップ・カンのプルトップ・乾電池・食用廃油は
　市役所および各庁舎で回収しています。

一
日
体
験
講
座
の
ご
案
内

吉
野
川
伝
統
文
化
さ
わ
や
か
公
演
会

映
画
「
ゆ
ず
り
葉
」（
文
部
科
学
省

選
定
・
厚
生
労
働
省
推
薦
）
上
映
会

鴨
島
公
民
館　
　
　
　
☎
㉔
５
１
１
１

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

と
き　

10
月
10
日
㈯
午
後
１
時
〜
３
時

30
分

と
こ
ろ　

ホ
ー
ル

内
容　

吉
野
川
市
内
６
団
体
に
よ
る
太

鼓
や
獅
子
舞

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー   

☎
㉒
０
０
１
５

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

募
集
期
限　

10
月
１
日
㈭
必
着

入
場
料　

無
料

と
き　

10
月
10
日
㈯
午
後
２
時
〜
、
午

後
６
時
〜

と
こ
ろ　

ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

入
場
料　

前
売
り
券
（
一
般
１
２
０
０

円
、
高
校
生
以
下
８
０
０
円
）

※
聴
覚
障
害
者
の
た
め
に
、
日
本
語
字

幕
が
付
い
て
い
ま
す
。

映
画
「
ゆ
ず
り
葉
」
上
映
実
行
委
員
会

☎
０
８
８
（
６
３
１
）
１
６
６
６

阿
波
和
紙
伝
統
産
業
会
館
だ
よ
り

（
財
）
阿
波
和
紙
伝
統
産
業
会
館

　
☎
42
６
１
２
０
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●問い合わせ　市健康推進課　　○25 6615☎

母子保健事業のお知らせ母子保健事業のお知らせ母子保健事業のお知らせ

マタニティ教室
妊娠届をもとに個人通知していま
す。日程は、広報よしのがわ8月
号をご覧ください。

離乳食講習
４カ月健診日に実施します。
（保護者のみ試食あり）
受付時間：午後1時～1時15分新生児・乳児訪問

赤ちゃんが生まれたら保健師が
お宅にお伺いして、育児・授乳
のこと、産後の身体に関する相
談・援助を実施します。ご希望
の方はお気軽にご連絡くださ
い。

ファミリー健診
４カ月児健診時に保護者(希望
者）を対象として、簡易健診（血
圧・尿検査・随時血糖検査等）
を実施しています。

のびのび相談（予約制）
お子さんのことばや行動などに
ついて気になることがあれば個
別相談を実施していますので、
お気軽にご連絡ください。

フッ素塗布事業
（市内歯科医療機関委託）
１歳６カ月児健診対象のお子さ
んの歯の健康を守るため実施し
ています。

電話相談・乳幼児相談
保健師や管理栄養士が各種相談
をお受けします。
お気軽にご相談く
ださい。 
 ●育児に関すること
 ●離乳食や栄養に関すること
 ●子どもの発育発達について
 ●予防接種について など

○平成21年10月から平成22年3月まで の母子保健事業の予定です。 ○各健診の実施場所は、吉野川市川島庁舎です。
○健診・予防接種の対象のお子さまには個人通知します。 ○都合により日程等が変更になることがあります。

　県外での出産を予定されている方へ

妊婦および乳児一般健康
診査費の助成
里帰り出産などの理由により、県内の委
託医療機関以外で受診した場合、平成
21年4月１日受診分より、吉野川市が
負担する額を上限として健診費用を助成
します。詳細は、お問い合わせください。

平成21年度
下半期

平成21年度
下半期

4カ月児健康診査 9カ月児健康診査 1歳6カ月児健康診査4カ月児健康診査

  10月9日㈮  6月生まれ
  11月6日㈮  7月生まれ
  12月4日㈮  8月生まれ
平成22年  1月8日㈮  9月生まれ
  2月5日㈮  10月生まれ
  3月5日㈮  11月生まれ
受付時間：午後2時～2時15分

日　程 対象児

股関節脱臼検診股関節脱臼検診

平成21年10月22日㈭  平成21年6/7～8/22生まれ
平成22年  1月21日㈭   8/23～11/21生まれ
 3月18日㈭ 11/22～平成

22年1/18生まれ
  受付時間：午後1時45分～2時

日　程 対象児

9カ月児健康診査

  10月14日㈬  12月生まれ
  11月11日㈬ 平成21年 1月生まれ
  12月　9日㈬  2月生まれ
平成22年 1月13日㈬  3月生まれ
  2月　3日㈬  4月生まれ
  3月10日㈬  5月生まれ
受付時間：午後1時30分～1時50分

日　程 対象児

3歳6カ月児健康診査3歳6カ月児健康診査

予　防　接　種予　防　接　種

  10月8日㈭  4月生まれ
  11月5日㈭  5月生まれ
  12月3日㈭  6月生まれ
平成22年 1月7日㈭  7月生まれ
  2月4日㈭  8月生まれ
  3月4日㈭  9月生まれ
受付時間：午後0時40分～1時

日　程 対象児

1歳6カ月児健康診査

  10月15日㈭  3月生まれ
  11月12日㈭  4月生まれ
  12月10日㈭  5月生まれ
平成22年 1月14日㈭  6/1～7/3生まれ
  2月25日㈭  7/4～7/28生まれ
  3月11日㈭ 7/29～8/31生まれ
受付時間：午後1時～1時30分

日　程 対象児

 集団接種 ポリオ（小児まひ）
 実施予定月 ２回 生後3カ月以上7歳6カ月未満

 （市役所等）  10月・2月

  BCG（結核）  １回 生後3カ月以上6カ月未満
  三種混合 第Ⅰ期初回 ３回 

生後3カ月以上7歳6カ月未満
  （百日ぜき・ジフテリア・破傷風） 第Ⅰ期追加 １回
 個別接種 二種混合（ジフテリア・破傷風） 第Ⅱ期 １回 小学校6年生相当
 （医療機関）  第Ⅰ期 １回 1歳以上2歳未満
  

MR（麻疹・風疹）
 第Ⅱ期 １回 小学校就学前の1年間

   第Ⅲ期 １回 中学1年生相当
   第Ⅳ期 １回 高校3年生相当
  日本脳炎

接種方法　　　　　定 期 予 防 接 種　　　　 回数　　　　  対　象　年　齢

H17年5月30日以降定期予防接種での積極的接種勧奨が中止されています。
再開時期が決まりましたら個人通知等でお知らせします。
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ごみ指定袋には、自治会名・氏名を必ず書いて出しましょう！
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フ
レ
ア
と
く
し
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談
室

　

〜
あ
な
た
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生
き
方
を

　
　
　
　
　
　

応
援
し
ま
す
〜

　

フ
レ
ア
と
く
し
ま
は
、
男
女
が

共
に
個
性
や
能
力
を
十
分
に
発
揮

し
、
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
け
る

よ
う
に
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
を
め
ざ
す
た
め
の
拠
点
施
設

で
す
。
県
民
の
方
々
の
交
流
・
活

動
の
拠
点
と
し
て
、
仕
事
と
家
庭

の
両
立
支
援
、
女
性
の
再
チ
ャ
レ

ン
ジ
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ

Ｖ
）
防
止
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
テ
ー
マ
に
し
た
講
座
や
講
演
会

の
開
催
な
ど
幅
広
い
機
能
を
持
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
の
機
能
の
ひ
と

つ
に
相
談
業
務
が
あ
り
、
い
ろ
い

ろ
な
悩
み
や
相
談
を
お
受
け
し
て

お
り
ま
す
。

■
電
話
相
談

　
（
フ
レ
ア
と
く
し
ま
相
談
室
）

●
対
象　

男
女
問
わ
ず

●
実
施
日　

月
・
水
・
木
・
金
・

土　

午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
４
時

■
女
性
の
た
め
の
法
律
相
談

　
（
予
約
制
）

弁
護
士
が
離
婚
、
相
続
、
土
地

家
屋
な
ど
の
法
律
的
な
問
題
の
相

談
を
、
１
人
30
分
以
内
で
お
受
け

し
ま
す
。

●
対
象　

女
性

●
実
施
日　

毎
月
第
２
木
曜
日　

午
後
１
時
〜
４
時

●
託
児　

１
歳
児
か
ら
就
学
前
の

お
子
さ
ん
、
無
料
（
ご
希
望
の
方

は
事
前
に
、
こ
ど
も
室
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
☎
０
８
８
（
６

５
５
）
４
６
３
８
）

■
女
性
の
た
め
の
面
接
相
談

　
（
予
約
制
）

相
談
員
が
お
話
を
聞
い
て
、
一

緒
に
考
え
な
が
ら
問
題
解
決
の
糸

口
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
応
援
し

ま
す
。

●
対
象　

女
性

●
実
施
日　

毎
月
第
１
・
３
・
４

木
曜
日
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
４
時　

●
託
児　

１
歳
児
か
ら
就
学
前
の

お
子
さ
ん
、
無
料
（
ご
希
望
の
方

は
事
前
に
、
こ
ど
も
室
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
☎
０
８
８
（
６

５
５
）
４
６
３
８
）

※
す
べ
て
の
相
談
は
無
料
で
、
電

話
予
約
（
☎
０
８
８
（
６
２
６
）

６
１
８
８
）
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

徳
島
県
立
男
女
共
同
参
画
交
流
セ

ン
タ
ー
「
フ
レ
ア
と
く
し
ま
」

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
３
９
１
１

考
え
て
み
よ
う

男
女
共
同
参
画

9　
　
　

月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容
9 水 9：30～10：30 川島公民館久保田分館 川　島

健　

康　

チ　

ェ　

ッ　

ク

口腔（こうくう）ケア
10 木 9：00～11：00 西麻植地区公民館 鴨　島 口 腔 ケ ア
11 金 9：30～10：30 三ツ島西公会堂 川　島 介 護 予 防 体 操
14 月 13：30～14：30 飯尾敷地コミュニティセンター 鴨　島 介 護 予 防 体 操
15 火 9：30～10：30 宮前公民館 鴨　島 楽 し い 脳 体 操
16 水 9：30～10：30 中古井広域集落センター 美　郷 楽 し い 脳 体 操
17 木 9：30～10：30 こだま会館 川　島
18 金 9：30～10：30 東部集落センター 美　郷 栄養のお話（ビタミン）
24 木 9：30～10：30 東児島老人憩の家 川　島

13：30～14：30 山路東原集会所 鴨　島 口 腔 ケ ア
25 金 9：30～10：30 森山地区公民館 鴨　島 介 護 予 防 体 操

13：30～14：30 東山老人憩の家 美　郷 楽 し い 脳 体 操
28 月 13：30～14：30 知恵島老人憩の家 鴨　島
29 火 9：30～10：30 川島公民館山田分館 川　島 楽 し い 脳 体 操
30 水 9：30～10：30 川島公民館敷地分館 川　島 口 腔 ケ ア

10　
　
　

月

日 曜日 時　　　間 場　　　所 地区 内　　　容

5 月
9：30～10：30 森藤集会所 鴨　島

健　

康　

チ　

ェ　

ッ　

ク

介 護 予 防 体 操
13：30～14：30 山川公民館 山　川 栄養のお話（ビタミン）
13：30～14：30 瀬詰老人会館 山　川 口 腔 ケ ア

6 火 9：30～10：30 川島公民館神後分館 川　島 楽 し い 脳 体 操
7 水 9：30～10：30 中部農業構造改善センター 山　川 介 護 予 防 体 操

13：30～14：30 上浦地区公民館 鴨　島 口 腔 ケ ア
8 木 9：00～11：00 西麻植地区公民館 鴨　島 楽 し い 脳 体 操
13 火 9：30～10：30 川島公民館学西分館 川　島

13：30～14：30 牛島集会所 鴨　島 楽 し い 脳 体 操
14 水 9：30～10：30 川島公民館近久分館 川　島 楽 し い 脳 体 操

13：30～14：30 中枝老人憩の家 美　郷 栄養のお話（ビタミン）
15 木 9：30～10：30 こだま会館 川　島 楽 し い 脳 体 操
16 金 9：00～10：00 川島公民館二ツ森分館 川　島

●問い合わせ　市介護保険課　地域支援係　☎　  6627○25

9月・10月の介護予防教室

※健康手帳をご持参ください。
※資料がある場合があります。眼鏡が必要な方はご持参ください。
※健康チェックの受付時間は、基本的に開始時刻から30分間です。

　　「ごみの分け方と出し方ガイドブック」掲載の広告主を募集しています。
　　　　申し込み期間　10月1日（木）～10月30日（金）まで
　　　　問い合わせ先　（株）サイネックス徳島支店　電話088-623-0530



202009年（平成21年）9月9日

広報よしのがわ

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
つ
う
が
く
ろ　

か
よ
い
な
れ
て
も　

か
く
に
ん
を

川
端　

大
暉
（
川
田
小
学
校
２
年
）

協
調
体
制

地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献

県
内
の
森
林
環
境
の
保
全

県
産
材
の
利
用
促
進

金 融 機 関
阿波銀行　　　徳島銀行
四国銀行　　　四国労働金庫
徳島信用金庫　阿南信用金庫
徳島県信用農業協同組合連合会
徳島県信用漁業協同組合連合会

植える

使用する 育てる

収穫する

徳島県

地域の金融機関の協力のもと、住宅ローンの金利が優遇されます

吉野川市で保安林をお持ちの皆さんへ

環境に優しい住宅

森を木づかう住宅資金貸付制度
～認証木材を使用して新築・リフォームされる方に金利優遇を実施します～～認証木材を使用して新築・リフォームされる方に金利優遇を実施します～

●森を木づかう住宅資金貸付制度とは…
　森林は、植える、育てる、収穫するサイクルをうまく循環させることで、健全に保全されます。
　CO₂ の吸収や県土を災害から守るといった森林の持つ多くの働きを発揮させるためにも、県産
材を使って家を建てることは県内の森林を育てることにつながる大切なことです。
　この制度は、木材の利用を促進させることにより森林の保全に必要とされる一連のサイクルをう
まく循環させ、温暖化防止や環境保全に資することを目的とした県と金融機関の協調融資制度です。
　地域の金融機関の協力により、認証木材を使用した住宅を新築・リフォームされる方への金利優
遇が実現されました。

　保安林を伐採する場合は、県の許可（間伐および人工林の択伐の場合は受理）が必要です。
○皆伐する場合
　伐採面積の限度の公表があった日（2月1日、6月1日、9月1日、12月1日）から30日以内の
許可申請が必要です。　
○間伐および人工林を択伐をする場合
　伐採開始の90～20日前までに届け出が必要です。
　申請（届け出）があった後、書類審査、現地調査を行い許可（受理）決定の通知をします。

阿波銀行、徳島銀行、四国銀行、四国労働金庫、徳島信用金庫、阿南信用金庫、
徳島県信用農業協同組合連合会、徳島県信用漁業協同組合連合会取扱金融機関

●問い合わせ　県農林水産部林業飛躍局林業振興課　☎088（621）2448
　　　　　  ホームページアドレス　http://www.pref.tokushima.jp/

●問い合わせ・提出先　〒779-3304　吉野川市川島町宮島736-1
　　　　　　　　　  県東部農林水産局（吉野川庁舎）林務担当　☎　  3791○26

～認証木材を使用して新築・リフォームされる方に金利優遇を実施します～
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◆
開
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午
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９
時
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午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
9
月
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月
の
休
室
日　

木
曜
日

◆
開
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時
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午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
９
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、
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月
の
休
館
日
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、祝
日
、振
替
休
館
日
（
９

月
24
日
㈭
）、
月
末
図
書
整
理
日

（
９
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◆
秋
の
手
作
り
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国
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つ
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を
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く
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２
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30
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事
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※
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作
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会
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の
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」
司
馬
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太
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著

と
き　

10
月
14
日
㈬
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

と
こ
ろ　
川
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

山
川
図
書
館 

☎
42
５
２
２
２

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
９
月
、
10
月
の
休
館
日

月
曜
日
、祝
日
、振
替
休
館
日
（
９

月
24
日
㈭
、
10
月
13
日
㈫
）、
月

末
図
書
整
理
日
（
９
月
30
日
㈬
、

10
月
30
日
㈮
）

◆
お
は
な
し
会

９
月
12
日
㈯
、
10
月
10
日
㈯
午
後

１
時
30
分
か
ら
（
約
30
分
間
）

◆
映
画
会

９
月
19
日
㈯
（
リ
ト
ル
モ
ン
ス
タ

ー
３
・
４
）、
10
月
３
日
㈯
（
ピ

ノ
ッ
キ
オ
の
冒
険
）・
17
日
㈯
（
こ

ね
こ
の
ピ
ッ
チ
）
ほ
か
・
31
日
㈯

（
ト
リ
ポ
カ
の
謎
）
の
午
後
２
時

か
ら
（
約
１
時
間
）

◆
図
書
館
つ
う
し
ん
（
８
月
１
日

発
行
）
新
着
図
書
案
内
・
行
事
予

定
な
ど
を
掲
載
。
各
館
・
室
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

●
新
刊
は
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
各
館
・
室
の

新
刊
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
場
合
は
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
本
の
予
約
や
リ
ク
エ

ス
ト
は
各
館
・
室
で
、
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

●
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム

http://library.city.yoshi
nogawa.lg.jp/iliswing/we/opac/

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
毎
週
金
曜
日

★
山
川
図
書
館
と
川
島
図
書
館
の

新
刊
情
報
は
、
各
館
が
発
行
し
て

い
る
『
図
書
館
つ
う
し
ん
（
山
川

図
書
館
）』、『
新
刊
速
報
（
川
島

図
書
館
）』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
開
室
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
９
月
、
10
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
10
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
か
ら
／
鴨
島
公
民

館
２
階
絵
本
室
・
和
室
／
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ

ー
、
手
作
り
大
型
紙
芝
居
な
ど

◆
新
刊
情
報

『
学
び
の
ク
セ
づ
け
』

　
　
　
　
　
　
　

船
井
幸
雄　

著

『
刑
事
病
』　　
　
　

飯
塚
訓　

著

『
骸
骨
ビ
ル
の
庭　

上
・
下
』

　
　
　
　
　
　
　
　

宮
本
輝　

著

『
六
月
の
夜
と
昼
の
あ
わ
い
に
』

　
　
　
　
　
　
　
　

恩
田
陸　

著

『
棟
居
刑
事
の
恋
人
た
ち
の
聖
地
』

　
　
　
　
　
　
　

森
村
誠
一　

著

◆
絵
本
・
児
童
書

『
ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
』

　
　
　
　
　

さ
く
ら
も
も
こ　

著

『
恐
竜
ト
リ
ケ
ラ
ト
プ
ス
と
き
け

ん
な
谷
』　  

黒
川
み
つ
ひ
ろ　

著

『
そ
ら
の
お
ふ
ろ
や
さ
ん
』

　
　
　
　

と
よ
た
か
ず
ひ
こ　

著

『
き
ん
の
た
ま
ご
に
い
ち
ゃ
ん
』

　
　
　
　

あ
き
や
ま
た
だ
し　

著

『
も
っ
た
い
な
い
ば
あ
さ
ん
の
い
た

だ
き
ま
す
』　  

真
珠
ま
り
こ　

著

『
ビ
ー
ス
ト･

ク
エ
ス
ト
13
』

　
　
　

ア
ダ
ム
・
ブ
レ
ー
ド　

著

『
植
物
図
鑑
』　　
　

有
川
浩　

著

『
サ
イ
コ
ブ
レ
イ
カ
ー
』

セ
バ
ス
チ
ャ
ン・フ
ィ
ツ
ェ
ッ
ク　

著

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
青
の
チ
カ
チ
カ　

わ
た
ら
な
い
で　

と
ま
ろ
う
よ　

花
平　

す
み
れ
（
種
野
小
学
校
３
年
）

222009年（平成21年）9月9日

広報よしのがわ

川
島
万
葉
植
物
園

〈表紙写真〉

ド
ク
ダ
ミ　

ド
ク
ダ
ミ
科

　

ド
ク
ダ
ミ
は
、
日
本
、
中
国
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
な
ど
東
ア
ジ
ア
地
域

に
広
く
分
布
し
、
日
本
で
は
本

州
、
四
国
、
九
州
の
低
地
に
自

生
す
る
多
年
生
草
本
で
、
サ
ツ

マ
イ
モ
の
葉
に
似
た
葉
を
し
て

い
ま
す
。

　

全
株
に
特
異
臭
が
あ
り
、
繁

殖
力
が
強
い
地
下
茎
は
長
く
伸

び
て
分
岐
し
、
一
度
根
づ
い
た

ら
、
な
か
な
か
除
草
で
き
な
い

し
ぶ
と
い
草
で
あ
る
事
か
ら

『
シ
ブ
ト
草
』と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　

ド
ク
ダ
ミ
の
花
穂
や
葉
、
茎

に
は
、
排
便
を
促
す
緩
下
作
用

や
余
分
な
水
分
を
排
せ
つ
す
る

利
尿
効
果
が
あ
る
成
分
を
含
ん

で
い
る
の
で
、
体
内
の
老
廃
物

除
去
作
用
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

毛
細
血
管
を
強
化
す
る
作
用
も

あ
り
ま
す
。

（
資
料
提
供　

眞
鍋
佳
資
）



安
全
の
た
め
の
約
束
５

夕
暮
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
尾
敷
地
小
学
校　

後
藤
田　

智
也

山
が
燃
え
て
い
る　

夕
暮
れ
と
共
に

だ
が　

そ
の
燃
え
方
は

山
火
事
の
よ
う
に

お
そ
ろ
し
く
は
な
い

夕
暮
れ
の
燃
え
方
は

明
日
へ
の

希
望
の
光
で
あ
る

（「
ぶ
ん
げ
い
麻
植
」
第
４
号
よ
り
）

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

☎
㉕
６
６
２
０  

℻  
㉕
６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tcu.or.jp/ikuse

icenter/

平成21年８月１日現在

市民のうごき
　　　住民基本台帳（前月比）　外国人登録（前月比）
　計　　45,468人　 （－ 15）
　男　　21,529人　 （－ 23）
　女　　23,939人　 （＋   8）
世帯数　17,348世帯 （＋ 17）
※ 65歳以上人口
　　　計 12,965人　男 5,273人　女 7,692人

370人 （＋  3）
46人 （－  3）
324人 （＋  6）

347世帯 （＋  3）

※
累
計
は
１
月
か
ら
の
も
の

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

火　　災
6
月 2件

累
計 2件

救急出動
6
月111件

累
計753件

〈人  権  相  談〉
９月10日㈭ 13：30～16：00 飯尾敷地コミュニティセンター
９月15日㈫ 13：30～16：00 川島庁舎人権擁護委員事務室
９月15日㈫ 13：30～16：00 美郷庁舎大会議室
９月29日㈫ 13：30～16：00 山川庁舎講堂
10月８日㈭ 13：30～16：00 飯尾敷地コミュニティセンター

〈行  政  相  談〉
９月10日㈭  9：00～12：00 市役所１階相談室
10月５日㈪ 10：00～12：00 山川庁舎101会議室
10月６日㈫ 13：00～16：00 川島公民館会議室
10月８日㈭  9：00～12：00 市役所１階相談室
10月15日㈭ 13：00～16：00 美郷庁舎2階会議室
〈司法書士会による無料法律相談〉
９月18日㈮ 10：00～12：00 市役所１階相談室
10月16日㈮ 10：00～12：00 市役所１階相談室

▽
市
が
配
布
し
た
黄
色
の
ウ
イ
ン

ド
ブ
レ
ー
カ
ー
を
着
た
人

　

不
審
者
情
報

　

全
国
で
、
不
審
者
に
よ
る
事
件

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
本
市
で
も

一
学
期
に
、
約
10
件
の
不
審
者
情

報
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
幸
い
、

大
事
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
十

分
気
を
つ
け
て
、
事
件
・
事
故
の

な
い
吉
野
川
市
に
し
ま
し
ょ
う
。

〈
お
礼
〉

　

納
涼
花
火
大
会
と
阿
波
踊
り
大

会
の
と
き
に
は
、
多
数
の
方
々
の

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
特
別
補

導
を
実
施
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

二
学
期
の
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
る
に
あ
た
り
、
安
心
安
全
な
生

活
を
送
る
た
め
の
約
束
事
を
、
親

子
で
話
し
合
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
約
束
１

ひ
と
り
で
出
か
け
な
い
。
戸
外
で

は
、
ひ
と
り
で
遊
ば
な
い
。

●
約
束
２

遊
び
に
行
く
と
き
は
、
ど
こ
で
だ

れ
と
遊
ぶ
か
を
家
の
人
に
言
っ
て

か
ら
出
か
け
る
。

　

長
い
夏
休
み
も
終
わ
り
、
二
学

期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

二
学
期
は
、
児
童
生
徒
の
皆
さ

ん
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
行
事
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
充
実
し
た

も
の
に
す
る
た
め
に
、
毎
日
の
生

活
を
「
安
全

で
有
意
義
」

に
過
ご
す
よ

う
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

今
月
の
税
・
保
険
料

国
民
健
康
保
険
税　

第
３
期

市
・
県
民
税　
　
　

第
２
期

介
護
保
険
料　
　
　

第
２
期

納
期
限 　
　

    

9
月
30
日
㈬

●
約
束
３

知
ら
な
い
人
に
は
、
つ
い
て
行
か

な
い
。

●
約
束
４

だ
れ
か
に
連
れ
て
行
か
れ
そ
う
に

な
っ
た
ら
、「
助
け
て
」
と
大
声

で
助
け
を
呼
ぶ
。

●
約
束
５

被
害
に
あ
っ
た
り
見
か
け
た
り
し

た
ら
、
す
ぐ
に
家
族
に
話
す
。

　

被
害
に
あ
い
そ
う
に
な
っ
た
ら
、

◎
大
声
を
出
す

◎
逃
げ
る

◎
近
く
の
家
に
助
け
を
求
め
る

　

こ
の
こ
と
を
、
今
一
度
、
し
っ

か
り
と
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
の
安
全
を
守
る
た
め
の

避
難
場
所
を
お
子
さ
ん
と
一
緒
に

見
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

▽
子
ど
も
一
一
〇
番
の
家

▽
警
察
署
、
交
番
、
駐
在
所

▽
学
校
、
市
役
所
、
各
庁
舎

▽
公
民
館
な
ど
公
共
の
建
物

▽
商
店
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

▽
郵
便
局
、
銀
行
、
病
院
、
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド

▽
「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
中
」
の
ス

テ
ッ
カ
ー
を
付
け
た
公
用
車

通
学
中　

よ
そ
見
お
し
ゃ
べ
り　

事
故
の
も
と

樋
口　

知
花
（
山
川
中
学
校
２
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

二
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
！
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避
難
場
所
の
確
認
を



広
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再
生
紙
と
大
豆
油
イ
ン
キ
を
使
用
。

●平日／17時～23時　　●休日／8時～23時
※23時からは、かかりつけの医療機関か救急病院をご利用ください。
●○印は、休日診療日です。
●徳島中央テレビ、ケーブルネットおえの2チャンネルでも放送しています。
●一部変更になる場合もありますので、受診の際は、医療機関に電話確
認の上、ご利用ください。 ●問い合わせ／市健康推進課☎㉕6615

医　院　名 電話番号 9月 10月
中西内科クリニック 42－6755 9 14
鴨島耳鼻咽喉科 24－8070 10 15
いぬい産科婦人科クリニック 22－1230 11 16
石原内科循環器科 24－2536 12 19
麻名内科外科クリニック 26－0020 ⑬ 26
糸 田 川 眼 科 24－2531 14 ⑱
古本内科クリニック 24－7377 15 ㉕
後 藤 田 外 科 24－2720 16
四 宮 医 院 25－2016 17
渡 辺 医 院 24－7177 18
美 摩 病 院 24－2957 19
かなめ小児科内科クリニック 26－0310 ⑳ 23
さ く ら 診 療 所 42－5520 ㉑ 22
三木リハビリテーション病院 42－6616 ㉒ 27
岡田医院（川島）25－3566 ㉓ 28

医　院　名 電話番号 9月 10月
松 永 医 院 42－2110 24 29
杉 山 医 院 25－2802 25
矢 田 医 院 25－2006 26
糸田川クリニック 24－7555 ㉗
木村内科胃腸科 24－6413 28
谷 医 院 42－2353 29 30
鈴木内科（敷地）24－5880 30 31
鈴木内科（喜来）24－3413 1
阿 部 整 形 外 科 24－4880 2
岸 整 形 外 科 25－3133 3
梶本胃腸科内科 24－2413 ④
鴨 島 病 院 24－6565 5
富 本 医 院 42－3123 6
工 藤 内 科 医 院 42－3113 7
島 野 外 科 内 科 25－3060 8

医　院　名 電話番号 9月 10月
高橋皮膚科クリニック 24－5122 9
井 内 内 科 24－3070 10
和田耳鼻咽喉科 24－2566 ⑪
石 原 小 児 科 24－2388 ⑫
杏 和 医 院 22－0333 13
リバーサイドクリニック岡田 24－8884 17
グリーン耳鼻咽喉科 24－2488 20
森 住 内 科 医 院 22－3010 21
山下耳鼻咽喉科クリニック 42－7533 24

小児救急医療体制 

休日 ･夜間在宅当番医表

9・10月

日曜日の9時～18時、小児科専門医が診て
くれます。
●麻植協同病院　　　　      ☎㉔2101
●阿波病院（第1･3･5週だけ）    ☎365151

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
９
月
21
日
㈪
〜
30
日
㈬
★
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止　

★
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通

事
故
防
止　

★
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底　

★
飲
酒
運
転
の
根
絶　

★
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
反
射
材
の
効
果
的
活
用

242009年（平成21年）9月9日
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指
定
管
理
者
の
候
補
者
募
集

　

平
成
19
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て
お
り
ま
し
た

「
ふ
い
ご
温
泉
」、「
ヘ
ル
ス
ラ
ン
ド
美
郷
」
お
よ
び
「
川
島
城
（
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
を
含
む
）」
は
、
平
成
21
年
度
を
も
っ
て
指
定
管
理
期

間
が
満
了
し
ま
す
の
で
、
平
成
22
年
度
か
ら
の
指
定
管
理
者
の
候
補

者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、「
江
川
・
鴨
島
公
園
」、「
美

郷
物
産
館
」
に
つ
い
て
も
同
様
に
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格　
吉
野
川
市
内
に
主
た
る
事
務
所（
本
店
）を
置
く
法
人
ま
た
は
団
体

■
指
定
管
理
期
間　

平
成
22
年
４
月
１
日
〜
平
成
25
年
３
月
31
日
の

　
　
　
　
　
　
　
　

３
年
間

■
募
集
期
間　

９
月
10
日
㈭
〜
10
月
９
日
㈮

■
募
集
方
法　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
募
集

　
　
　
　
　
　

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

募
集
説
明
会

●
と　

き　

９
月
24
日
㈭
午
後
１
時
30
分
か
ら

●
と
こ
ろ　

吉
野
川
市
役
所　

３
階
大
会
議
室

江川・鴨島公園美郷物産館

ヘルスランド美郷

ふいご温泉川島城




